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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
４
 

夜
叉
 

４
　
＜
３
３
＞

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
８
８
Ｎ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
夜
の
後
に
は
必
ず
新
し
い
『
朝
』
が
訪
れ
る
。
そ
れ
を
信
じ
て
・
・
・
　
・
・

・夜
叉
 

４
 

第
２
章
第
５
話
で
す
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
５
（
前
書
き
）

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
、
残
す
所
あ
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
５

　
和
人
は
中
空
で
背
後
か
ら
榊
に
羽
交
い
絞
め
に
さ
れ
て
い
た
。

　
狼
男
の
み
が
持
つ
そ
の
力
で
。

ウ
ル
フ
・
ガ
イ

　
「
お
嬢
、
今
だ
！
」

　
榊
が
目
の
前
の
少
女
に
叫
ぶ
。

　
「
榊
！
」

　
桜
は
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
、
両
手
を
頭
上
に
か
ざ
し
た
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
「
和
人
っ
！
」

　
秀
と
裕
希
の
声
が
彼
方
で
す
る
。

　
和
人
は
右
手
を
榊
の
脇
腹
へ
と
の
め
り
込
ま
せ
た
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
苦
痛
に
顔
を
し
か
め
る
榊
。

　
「
早
く
、
お
嬢
！
」

　
そ
う
い
う
榊
と
は
別
に
、
桜
の
表
情
に
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。

　
ど
う
し
て
も
、
そ
の
一
撃
が
振
り
下
ろ
せ
な
い
・
・
・
　
・
・
・

　
そ
こ
へ
、
地
上
で
は
一
台
の
車
が
到
着
し
た
。

　
朝
子
と
早
坂
だ
っ
た
。

　
天
空
を
見
上
げ
、
『
状
況
』
は
す
ぐ
に
判
っ
た
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
朝
子
が
叫
ぶ
。

　
早
坂
は
素
早
く
後
部
座
席
か
ら
『
そ
れ
』
を
取
り
出
し
て
構
え
た
。

　
ラ
イ
フ
ル
だ
っ
た
。

　
「
南
無
三
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ー
ン
ッ

　
一
発
の
銃
声
が
闇
に
響
い
た
。
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「
・
・
・
　
・
・
・
」

　
桜
の
目
の
前
で
。

　
榊
は
和
人
を
解
放
し
た
－
－
－
そ
の
額
か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
榊
？
」

　
ゆ
っ
く
り
と
地
上
に
向
け
て
落
ち
て
行
く
、
榊
。

　
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
起
こ
っ
た
。

　
「
そ
ん
な
事
な
い
。
」

　
桜
は
再
び
、
頭
上
に
両
腕
を
か
ざ
し
、
「
榊
が
私
を
置
い
て
い
く
わ
け
が
な

い
わ
！
」

　
そ
う
叫
び
、
そ
の
紅
の
炎
を
宿
し
た
両
手
を
和
人
め
が
け
て
降
ろ
す
。

　
「
和
人
っ
！
」

　
再
び
、
宙
を
蹴
り
和
人
と
光
の
渦
と
の
間
に
入
ろ
う
と
す
る
秀
。

　
「
逃
げ
て
、
和
人
っ
！
」

　
朝
子
の
悲
鳴
。

　
和
人
は
身
を
翻
し
た
－
－
－
が
、
間
に
合
わ
な
い
。

　
「
和
人
！
」

　
夜
叉
に
抱
か
れ
た
裕
希
は
、
夜
叉
の
腰
か
ら
龍
王
の
剣
を
取
り
、
彼
女
を
足

場
に

中
空
へ
身
を
躍
ら
せ
た
。

　
和
人
と
桜
の
間
に
入
り
、
閃
光
を
正
面
に
受
け
る
。
　

　
「
裕
希
っ
！
」

　
「
裕
希
っ
！
」

　
和
人
と
秀
が
叫
ぶ
中
、

　
「
も
う
誰
も
な
く
し
た
く
な
い
！
」

　
そ
う
叫
び
、
剣
を
振
り
下
ろ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ャ
・
・
・
ン

　
閃
光
を
切
り
、
下
降
し
な
が
ら
桜
の
元
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
、
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ザ
ッ
・
・
・
　
・
・
・

　
桜
目
が
け
て
、
裕
希
は
剣
を
振
り
下
ろ
し
た
。

　
噴
き
出
た
血
が
裕
希
の
顔
に
も
か
か
る
。

　
「
御
見
事
。
」

　
桜
は
－
－
－
金
色
と
ビ
リ
ジ
ア
ン
・
ブ
ル
ー
を
混
ぜ
た
色
の
瞳
を
持
つ
桜
は

青
年
の
声
で
そ
う
言
い
、
地
上
に
向
け
て
落
下
し
て
い
っ
た
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
っ
て
。
」

　
裕
希
は
気
付
い
た
。

　
今
、
人
間
で
あ
る
自
分
が
宙
に
浮
い
て
る
事
に
。

　
「
落
ち
る
ー
ー
ー
っ
！
！
」

　
裕
希
は
叫
ん
で
目
を
閉
じ
た
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
も
う
す
ぐ
。

　
刹
那
。

　
体
が
宙
に
浮
い
た
。

　
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
和
人
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
「
和
人
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
無
茶
す
る
奴
だ
な
。
」

　
和
人
は
血
に
塗
れ
な
が
ら
微
笑
ん
だ
。
「
も
し
、
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
す
る
。

」　
地
上
へ
は
あ
と
少
し
。

　
伝
え
た
い
想
い
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
朝
子
と
同
じ
事
。

　
秀
と
同
じ
事
。

　
「
俺
、
和
人
の
事
、
大
好
き
だ
か
ら
！
」

　
「
裕
希
・
・
・
　
・
・
・
！
」

　
地
上
で
は
朝
子
と
秀
、
そ
し
て
夜
叉
と
早
坂
が
待
っ
て
い
た
。

　
空
は
－
－
－
東
か
ら
明
る
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
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裕
希
を
抱
き
、
彼
ら
の
前
に
降
り
立
っ
た
和
人
。

　
彼
は
裕
希
を
お
ろ
し
た
。

　
夏
の
朝
の
陽
光
が
眩
し
い
・
・
・
　
・
・
・

　
「
や
っ
と
終
わ
っ
た
わ
ね
。
」

　
朝
子
が
和
人
の
顔
を
見
な
が
ら
言
う
。

　
そ
し
て
、
彼
に
近
づ
き
、
頬
に
付
い
た
血
を
拭
う
。

　
「
長
い
夜
だ
っ
た
ね
。
」

　
裕
希
は
、
秀
と
早
坂
に
言
っ
た
。

　
「
あ
あ
。
」

　
秀
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
血
を
滲
ま
せ
な
が
ら
、
「
本
当
に
長
い
夜
だ
っ
た
な
。
」

　
「
誰
か
さ
ん
の
せ
い
で
。
」

　
和
人
に
寄
り
添
う
朝
子
が
舌
を
出
す
。

　
「
秀
さ
ん
。
」

　
裕
希
は
秀
を
見
上
げ
、
「
お
か
え
り
、
秀
さ
ん
。
」

　
そ
し
て
、
早
坂
に
向
か
い
、

　
「
早
坂
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
夜
叉
も
。
」

　
傍
ら
の
夜
叉
に
も
声
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
龍
王
の
剣
を
そ
の
持
ち
主
に
返

す
。

　
「
長
か
っ
た
の
ぉ
。
」

　
夜
叉
は
微
笑
み
、
早
坂
は
、

　
「
裕
希
く
ん
の
Ｓ
Ｐ
も
楽
じ
ゃ
な
い
ね
。
」

　
ラ
イ
フ
ル
片
手
に
苦
笑
い
を
浮
か
べ
る
。

　
「
み
な
さ
ん
。
」

　
ふ
い
に
朝
子
が
言
っ
た
。
「
何
か
忘
れ
て
ま
せ
ん
？
」

　
小
首
を
傾
げ
て
、
和
人
と
裕
希
と
秀
に
視
線
を
向
け
る
。

　
「
え
。
」

　
彼
ら
は
少
し
戸
惑
っ
た
様
に
・
・
・
　
・
・
・

　
そ
れ
か
ら
、
思
い
出
し
て
声
を
揃
え
て
言
っ
た
。

　
「
た
だ
い
ま
、
朝
子
！
」
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「
よ
ろ
し
い
。
」

　
長
い
髪
を
揺
ら
し
て
、
満
足
気
に
微
笑
む
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
っ
て
か
！
」

　
早
坂
は
思
い
出
し
た
風
に
、

　
「
ヤ
バ
！
俺
、
無
許
可
で
ラ
イ
フ
ル
持
ち
だ
し
た
ん
だ
よ
な
。
署
に
も
連
絡

入
れ
て
な
い
や
！
」

　
「
減
棒
だ
な
。
」

　
そ
う
笑
う
秀
を
視
線
の
片
隅
に
、
早
坂
は
、

　
「
も
し
も
し
！
も
し
も
ー
し
！
」

　
彼
ら
か
ら
少
し
離
れ
携
帯
を
か
け
て
い
た
。

　
「
早
坂
さ
ん
、
忙
し
そ
う
だ
ね
。
」

　
裕
希
が
言
う
と
、

　
「
そ
う
だ
な
、
で
も
」

　
和
人
が
答
え
る
。
「
も
う
Ｓ
Ｐ
は
必
要
な
い
か
も
な
。
」

　
「
そ
れ
っ
て
」

　
裕
希
は
和
人
を
見
上
げ
、
「
ま
た
一
緒
に
暮
ら
せ
る
の
？
大
京
町
の
マ
ン
シ

ョ
ン
で
。
」

　
「
あ
あ
。
」

　
微
笑
む
和
人
。
「
ま
た
、
化
学
と
応
用
物
理
の
勉
強
が
待
っ
て
る
ぞ
。
」

　
「
ひ
ど
い
や
！
」

　
く
す
く
す
と
笑
う
和
人
を
裕
希
は
膨
れ
顔
で
見
つ
め
た
。

　
「
ま
た
、
仲
良
く
や
ろ
う
や
。
」

　
裕
希
の
頭
に
手
を
置
く
秀
。

　
「
う
ん
！
」

　
月
は
沈
み
－
－
－
夏
の
強
い
日
差
し
だ
け
が
残
っ
た
。
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２
．
月
夜
（
が
つ
や
）
－
５
（
後
書
き
）

ま
た
、
何
処
か
の
作
品
で
会
い
ま
し
ょ
う
。



9

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｆ
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